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日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

１

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

日奈久の人口
（９月末現在）

男1190人

女1442人

計2632人

(前月比-8人)

(2009年末3444人)

令和元年１１月号
（第１２３号）

発行者

日奈久住民自治会

9日(土)～10日(日)

シニアサッカーフェスティバル

10日(日)日奈久中文化祭

15日(金)日奈久温泉神社例大祭

27日(水)福祉人権健康部会講座

30日(土)～

女子ハンドボール世界選手権大会

30日(土)日奈久小たけのこ集会

１１月の行事から

住民自治会関係会議等
13日(水)市政協力員例会
18日(月)運営委員会
18日(月)広報部会

「
日
奈
久
の
た
か
ら
も
の
」
笑
顔
輝
く
！

校
区
民
体
育
祭

塩
南
町
に
栄
冠

令
和
元
年
度
日
奈
久
校
区
民
体
育
祭
（
主
催

日
奈
久
住
民
自
治
会

主
管

日
奈

久
体
育
協
会
）
が
、
晴
天
の
空
の
下
、
10
月
13
日
（
日
）
に
日
奈
久
小
・
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
塩
南
町
が
優
勝
し
ま
し
た
。
年
間
総
合
成
績
も
合
わ
せ
て
二
冠

を
達
成
し
ま
し
た
。

台
風
の
余
波
で
、
比
較
的
風
が
強
か
っ

た
も
の
の
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
田
中
浩

二
副
市
長
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
を
お
迎

え
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
年
ぶ
り
の

開
催
に
、
11
町
内
約
４
０
０
名
を
超
え
る

住
民
が
参
加
。
一
般
種
目
や
採
点
種
目
に

と
積
極
的
に
参
加
し
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。

自
転
車
輪
転
が
し
リ
レ
ー
に
参
加
し
た
年

輩
の
女
性
は
、
「
子
ど
も
ん
頃
に
遊
ど
っ

た
け
ん
、
大
丈
夫
て
思
う
て
出
た
ば
っ
て

ん
、
体
が
付
い
て
い
か
ん
だ
っ
た
。
」
と

言
い
な
が
ら
も
満
足
顔
で
し
た
。
さ
わ
や

か
な
汗
と
笑
顔
で
、
地
域
の
絆
が
広
が
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
関
係
者
の
皆

さ
ん
、
前
日
の
準
備
か
ら
当
日
の
運
営
ま

で
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

新田町、本田選手の楽しい選手宣誓

こりゃ思うごついかん！昔のごついかん！

今
年
度
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

【
校
区
民
体
育
祭
】

優
勝
塩
南
町
67
点

２
位
山
下
町
62
点

３

位
大
坪
町
59
点

４
位
竹
之
内
町

５
位
浜
町

６
位
塩
北
・
新
開
町

【
町
内
対
抗
リ
レ
ー
】

優
勝
塩
北
・
新
開
町

２
位
塩
南
町

３
位
大
坪
町

【
年
間
総
合
成
績
】

優
勝
塩
南
町
24
点

２
位
山
下
町
21
・
5

点

３
位
大
坪
19
・
5
点

４
位
塩
北
・
新

開
町

５
位
浜
町

６
位
上
西
町

健
康
増
進
と
全
国
規
模
の
親
睦
、
日
奈

久
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
趣
旨
で
開
催
さ

れ
る
本
大
会
（
八
代
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
）

が
、
11
月
９
日(

土)

・
10
日(

日)
に
日

奈
久
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

40
歳
か
ら
70
歳
以
上
の
年
齢
毎
に
３
ク

ラ
ス
に
別
れ
て
試
合
が

行
わ
れ
ま
す
。

熊
本
、
名
古
屋
、
福

岡
、
鹿
児
島
、
宮
崎
な

ど
各
県
か
ら
14
チ
ー
ム

が
参
加
。
ま
た
約
１
１
０
名
が
宿
泊
す
る

予
定
で
す
。

９
日
夜
は
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
イ
ベ

ン
ト
広
場
で
開
催
予
定
で
、
日
奈
久
住
民

自
治
会
は
竹
灯
り
を
設
置
し
た
り
、
会
場

準
備
を
し
た
り
し
て
支
援
し
ま
す
。

校
区
民
体
育
祭
開
会
式
で

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
10

月
11
日
（
金
）
に
東
京
で
表

彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。(

伝
達

式
は
11
月
16
日(

土)

水
俣
市

文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。
）

こ
れ
は
、
永
年
に
わ
た
り

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
取

り
組
ん
で
き
た
日
奈
久
体
育

協
会(

町
田
謙
二
会
長)

の
功

績
に
対
す
る
も
の
で
す
。
体

育
協
会
と
地
域
住
民
の
協
力

に
よ
る
成
果
と
し
て
こ
れ
か

ら
も
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
、
健

康
で
明
る
い
社
会
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

10
月
18
日(

金)

に
令
和
元
年
度
八
代

市
ふ
れ
あ
い
委
員
研
修
会
が
、
八
代
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
八
代
市
の
各
校
区
ふ
れ
あ
い

委
員
や
校
区
福
祉
会
役
員
約
１
３
０
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
日
奈
久
福
祉
推
進
協
議
会

の
里
木
豊
会
長
が
、
昨
年
12
月
に
先
進

的
取
組
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
「
お

互
い
さ
ま
の
日
」
の
実
践
を
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま
」
と

支
え
合
え
る
関
係
づ
く
り
を
地
域
全
体

に
広
め
る
き
っ
か
け
と
し
て
取
り
組
ん

で
み
た
こ
と
。
無
理
が
な
い
よ
う
１
時

間
程
度
で
出
来
る
事
を
依
頼
内
容
に
し

た
こ
と
な
ど
、
実
践
の
様
子
を
ス
ラ
イ

ド
で
詳
し
く
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
行
っ
た
事
で
、
病
気
に

な
ら
れ
た
方
を
早
期
発
見
す
る
こ
と
が

出
来
た
こ
と
な
ど
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い
と
で
き
た
こ
と
、
無
理

の
無
い
程
度
の
内
容
で
、
続
け
ら
れ
そ

う
だ
と
い
う
こ
と
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

行
え
ば
手
助
け
し
や
す
い
こ
と
、
こ
の

活
動
が
地
域
の
繋
が
り
に
な
っ
て
い
く

こ
と
な
ど
を
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
日
奈
久
の
実
践
を
参
考

に
、
千
丁
校
区
で
も
取
り
組
ま
れ
る
そ

う
で
す
。
「
失
敗
し
て
も
良
い
か
ら
、

や
っ
て
み
る
こ
と
が
大
切
」
と
の
里
木

会
長
の
言
葉
は
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
む

人
々
に
元
気
を
与
え
ま
し
た
。

婦
人
会
だ
よ
り

住
民
自
治
会
運
営
委
員
会
か
ら

時
間
、
町
の
２
ヶ
所
で
な
が
ら
ス
マ
ホ
運
転

の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
事
故

が
起
き
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
薬
物
乱
用
防
止
の
呼
び
か
け
】

10
月
８
日
午
前
７
時
半
か
ら
１
時
間
、
中

学
校
校
門
前
で
実
施
し
ま
し
た
。
薬
物
は
ぜ
っ

た
い
だ
め
！
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
中
学
生

の
元
気
な
挨
拶
に
、
さ
わ
や
か
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

◆
日
時

令
和
元
年
11
月
27
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら

◆
場
所

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

◆
演
題

「
誤
嚥
性
肺
炎
を
防
ぐ
に
は
」

ご
え
ん
せ
い

◆
講
師

歯
科
衛
生
士

今
泉

克
美

氏

高
齢
者
に
と
っ
て
注
意
が
必
要
な
誤
嚥
性

肺
炎
。
予
防
法
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
学
び

合
い
ま
し
ょ
う
。
誰
で
も
参
加
出
来
ま
す
。

多
数
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
お
天
道
様
が
見
て
い
る
よ
」

馬
越
町

西
村
謙
剛

毎
日
毎
日
、
新
聞
テ
レ
ビ
等
で
目
に
し

な
い
日
は
な
い
。
子
ど
も
へ
の
虐
待
、

「
誰
で
も
良
か
っ
た
」
「
人
を
殺
し
て
み

た
か
っ
た
」
と
い
う
事
件
。
日
本
社
会
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
と
、
毎
日
毎
日
考
え

さ
せ
ら
れ
る
時
代
で
す
。

戦
前
の
家
庭
の
躾
は
、
「
人
に
迷
惑
を

掛
け
た
ら
家
の
恥
」
と
言
わ
れ
、
先
生
か

ら
「
注
意
を
さ
れ
た
」
と
親
に
言
う
と
、

「
お
ま
え
が
悪
い
か
ら
だ
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
子
ど
も
な
り
に
反
省
し
た
も

の
で
す
。
「
悪
い
事
を
す
る
と
、
常
に
お

天
道
様
が
見
て
い
る
よ
」
と
町
内
外
の
人
々

の
声
が
、
耳
に
入
っ
た
時
代
で
す
。
社
会

が
子
ど
も
の
躾
に
協
力
し
て
い
た
時
代
が
、

今
は
懐
か
し
い
思
い
が
し
ま
す
。

私
は
、
自
転
車
競
技
会
の
準
備
等
で
小

学
校
に
行
き
ま
す
。
そ
の
時
、
先
生
に

「
子
ど
も
達
の
躾
等
は
」
と
聞
く
と
、

「
と
て
も
良
い
子
ど
も
達
で
す
」
と
言
わ

れ
ま
す
。
今
後
も
良
き
人
に
育
っ
て
い
く

子
ど
も
達
を
心
か
ら
見
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

読
者
の
広
場

み
ん
な
で
お
も
て
な
し

第
10
回

湯
の
街
日
奈
久
シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９

日
奈
久
の
先
進
的
取
組

「
お
互
い
さ
ま
の
日
」

の
実
践
を
発
信

発表する里木豊氏

不
審
な
電
話
や
訪
問

に
ご
注
意
を
！

度
重
な
る
災
害
に

か
こ
つ
け
て
物
品
販

売
の
誘
い
の
電
話
や

訪
問
が
頻
発
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

不
審
な
電
話
に
は

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
保
寿
寮
敬
老
会
】

９
月
12
日
（
木
）
に
保
寿
寮
で
敬
老
会

の
お
祝
い
の
式
典
が
あ
り
ま
し
た
。

婦
人
会
か
ら
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
踊
り
や
ダ
ン
ス
で
祝
い
ま

し
た
。
保
寿
寮
の
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
も
、

歌
や
踊
り
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
来
年
も
ま
た
参
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
元
気
で
長
生
き
し
て
待
っ
て
い
て
く

だ
さ
い
。

【
交
通
安
全
啓
発
】

９
月
26
日
午
前
７
時
か
ら
１
時
間
、
大

坪
町
高
架
橋
近
く
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

10
月
21
日
に
は
、
午
後
３
時
か
ら
２

第
２
回
福
祉
人
権
健
康
部
会
講
座

開
催
の
ご
案
内

10
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
運
営
委
員
会
の

中
か
ら
記
事
に
し
な
か
っ
た
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

○
生
活
環
境
部
会

・
津
森
小
遭
難
事
故
か
ら
今
年
は
70
回
忌
に

な
る
。
命
日
の
11
月
５
・
６
日
に
津
森
か
ら

来
訪
予
定
。

○
企
画
イ
ベ
ン
ト
部
会

・
11
月
30
日
か
ら
八
代
ト
ヨ
オ
カ
地
建
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
さ
れ
る
開
催
予
定
の
女
子
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会
で
、
竹
灯
籠
で
の

お
も
て
な
し
を
し
た
い
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

・
今
年
も
「
火
流
の
彩
」
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
。

・
ど
ん
ど
焼
き
は
、
１
月
11
日(

土)

、
予

備
日
は
13
日
の
予
定
。

・
第
11
回
日
奈
久
ひ
な
ぐ
雛
祭
り
は
、
城
下

町
や
つ
し
ろ
の
お
雛
祭
り
に
合
わ
せ
て
、
２

月
15
日
か
ら
３
月
８
日
に
開
催
す
る
。

○
旅
館
組
合

・
第
32
回
や
つ
し
ろ
全
国
花
火
競
技
大
会
に

伴
う
送
迎
バ
ス
11
台
分
の
案
内
人
の
協
力
を

依
頼
し
た
。
日
奈
久
で
の
宿
泊
予
定
は
、
15

旅
館
約
２
５
０
名
で
あ
っ
た
。

お
詫
び
と
訂
正

前
号
の
中
学
生
の
記
事
で
、

森
村
君
の
名
前
を
一
カ
所
誤
っ
て
記
載
し
て

い
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

(広告欄)
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今
年
も
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

「第
20
回
九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」
閉
幕

９
月
22
日
に
開
催
予
定
だ
っ
た
「
山
頭
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
あ
い
に
く
の
台
風

接
近
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
約
一
ヶ
月
に
わ
た
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
会
の
う

ち
に
閉
幕
し
ま
し
た
。

９
月
29
日
（
日
）
開
催
さ
れ
ま
し

た
山
頭
火
ウ
ォ
ー
ク
に
は
、
１
０
２

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

球
磨
川
河
川
敷
で
開
会
式
が
あ
り
、

小
学
生
女
子
の
「
が
ん
ば
る
ぞ
」
の

か
け
声
で
出
発
。
日
奈
久
温
泉
神
社

ま
で
の
約
13
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー

ス
、
歩
き
始
め
て
か
ら
中
間
付
近
で

小
雨
と
な
り
ま
し
た
。
家
族
連
れ
や

ウ
ォ
ー
ク
友
等
、
傘
を
さ
す
人
、
濡

れ
な
が
ら
歩
く
人
な
ど
、
み
ん
な
明

る
い
表
情
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い

ま
し
た
。

「
年
を
取
る
と
体
が
思
う
よ
う
動

か
な
い
。
」
と
話
し
て
い
た
一
人
で

参
加
の
男
性
の
帽
子
に
は
、
ウ
ォ
ー

ク
参
加
の
記
念
バ
ッ
チ
が
数
十
個
つ

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
地

小
学
校
男
子
二
人
は
、
雨
の
中
を
走
っ

て
き
ま
し
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

12
時
30
分
ま
で
に
は
、
参
加
者
全

員
が
ゴ
ー
ル
。
そ
の
後
、
山
頭
火
弁

当
を
食
べ
、
温
泉
を
楽
し
ん
で
、
最

後
に
抽
選
会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

風
景
を
楽
し
み

風
に
吹
か
れ
て

山
頭
火
ウ
ォ
ー
ク

９
月
23
日
は
予
定
通
り
バ
ス
ツ
ア
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
24
名
。
人
吉
・

球
磨
山
頭
火
の
会
、
那
須
会
長
の
案
内
で

人
吉
駅
前
へ
。
「
焼
き
捨
て
て
日
記
の
灰

の
こ
れ
だ
け
か
」
の
句
碑
の
前
で
、
若
々

し
い
松
岡
市
長
の
歓
迎
の
ご
挨
拶
に
感
激
。

会
の
み
な
さ
ん
で
整
備
さ
れ
た
「
山
頭

火
の
小
道
」
を
丁
寧
な
説
明
を
聞
き
な
が

ら
散
策
。
国
宝
青
井
阿
蘇
神
社
で
は
、
流

暢
な
ガ
イ
ド
さ
ん
の
話
し
っ
ぷ
り
に
引
き

込
ま
れ
、
繊
月
酒
造
で
は
、
試
飲
を
楽
し

み
、
お
土
産
の
買
い
物
。

午
後
は
、
相
良
三
十
三
観
音
め
ぐ
り
の

中
の
「
秋
時
観
音
」
で
、
六
つ
の
山
頭
火

句
碑
を
見
な
が
ら
石
段
を
登
り
、
地
域
の

方
々
の
お
も
て
な
し
に
心
が
和
み
ま
し
た
。

最
後
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
了
円
寺
で
山
頭

火
の
直
筆
「
れ
い
ろ
う
と
し
て
水
鳥
は
つ

る
む
」
を
見
学
。
山
頭
火
で
人
吉
と
日
奈

久
は
つ
な
が
っ
て
い
る
な
あ
と
感
じ
た
一

日
で
し
た
。

山
頭
火
ゆ
か
り
の
地
を
巡
っ
て

山
頭
火
バ
ス
ツ
ア
ー

人
吉
、
球
磨
路
へ

地
震
も
台
風
の
被
害
も
無
く
、
好
天
に

恵
ま
れ
て
前
夜
祭
演
芸
大
会
が
、
10
月
14

日
（
土
）
に
約
１
５
０
名
を
超
え
る
観
客

を
迎
え
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

翌
日
15
日
（
日
）
に
は
、
本
祭
が
無
事

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

圧
巻
は
秀
岳
館
雅
太
鼓
に
よ
る
奉
納
太

鼓
で
し
た
。
境
内
に
轟
く
そ
の
太
鼓
の
勇

壮
な
音
は
、
正
に
神
事
の
名
に
ふ
さ
わ
し

く
、
来
客
の
心
に
響
い
た
事
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
、
み
ず
ほ
保
育
園
園
児
、
日
奈

久
小
学
校
５
年
生
、
日
奈
久
中
学
校
１
・

２
年
生
に
よ
る
奉
納
相
撲
が
ま
た
楽
し
く

も
あ
り
、
見
て
い
る
ほ
う
も
力
が
入
り
ま

し
た
。

５
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
大
明
神
。

神
主
の
「
こ
れ
か
ら
も
大
変
で
し
ょ
う
が
、

継
続
を
切
望
し
ま
す
。
」
と
い
う
挨
拶
が
、

氏
子
の
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
に
報
い
る
言
葉

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

盛
り
上
が
っ
た

日
奈
久
阿
蘇
神
社

例
大
祭

10
月
２
日
か
ら
８
日
ま

で
、
八
代
市
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
第
54

回
八
代
美
術
協
会
展
に
お
い
て
、
森
田
初
男

氏
の
油
絵
「
壺
市
場
」
が
八
美
展
の
最
高
賞

『
八
美
賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
ま
さ
か
八
美
賞
が
取
れ
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
創
作
を
続
け
た
い
。
」

と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
作
品
は
、

現
在
宮
嶋
財
団
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

森
田
初
男
氏
（
新
田
町
）

八
美
賞
受
賞

今 回 の 受 賞 作 『 壺 市 場 』

秀岳館雅太鼓の3年上田栄次朗君、2年中

山政人君、1年上田晃士朗君が交代で演奏

途
中
の
給
水
所
で
ほ
っ
と
一
息

かわいい赤ちゃん土俵入り。今年は22名
の参加がありました。

11
月
30
日(

土)

か
ら
12
月
15
日

(

日)

ま
で
、
八
代
ト
ヨ
オ
カ
地
建

ア
リ
ー
ナ
他
、
県
内
５
会
場
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
世
界
24
カ
国
の
素

晴
ら
し
い
プ
レ
イ
に
触
れ
る
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

こ
の
大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
、
「
一
校
区
一
国
運
動
」
が
展

開
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
各
校
区

毎
に
応
援
す
る
国
を
決
め
て
、
大

会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
運
動

で
す
。
日
奈
久
校
区
は
、
ア
フ
リ

カ
の
西
の
端
に
あ
る
「
セ
ネ
ガ
ル
」

(

首
都
ダ
カ
ー
ル)

と
い
う
国
を
応

援
し
ま
す
。

セ
ネ
ガ
ル
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
２

位
で
出
場
権
を
獲
得
。
高
い
身
体

能
力
が
持
ち
味
で
す
。
松
高
、
郡

築
、
龍
峯
校
区
と
一
緒
に
セ
ネ
ガ

ル
を
応
援
し
ま
す
。
一
校
区
、
１

日
あ
た
り
30
名
以
上
は
、
観
戦
チ

ケ
ッ
ト
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
が
手

配
し
、
貸
し
切
り
バ
ス
で
送
迎
も

さ
れ
ま
す
。

セ
ネ
ガ
ル
が
八
代
で
出
場
す
る

の
は
、
次
の
４
回
で
す
。
観
戦
ご

希
望
の
方
は
、

日
奈
久
出
張
所

(

38-

０
６
１

４)

田
並
所
長

に
事
前
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ

い
。
な
お
、
そ
の
他
の
試
合
の
観

戦
チ
ケ
ッ
ト
を
個
人
的
に
購
入
さ

れ
る
場
合
は
、
自
由
席
が
前

売
１
５
０
０
円(

当
日
は
２

０
０
０
円)

と
な
っ
て
い
ま

す
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
の

嶋
田
欣
之
助
さ
ん(

鏡
屋
旅

館
携
帯
電
話
０
９
０-

４
５

１
１-

６
０
４
６)

か
市
総

合
体
育
館(

43-

７
０
１
２)

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

２０１９女子ハンドボール世界選手権大会を盛り上げよう！
「1校区1国運動」展開 日奈久は「セネガル」を応援しよう！
（30名揃えば、無料バス送迎があります。チケットも無料です。）

日
奈
久
を
火
災
か
ら
守
っ
て

１
８
７
年

秋
葉
神
社
祭
礼
を
実
施

旧
暦
の
８
月
24
日
に
当
た
る
９
月

26
日
、
温
泉
神
社
横
の
稲
荷
神
社
を

上
っ
た
先
に
鎮
座
す
る
秋
葉
神
社
で

世
話
人
、
消
防
団
関
係
者
な
ど
が
参

列
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

昔
、
日
奈
久
で
大
火
が
数
回
発
生

し
た
た
め
、
火
災
鎮
護
（
火
伏
せ
・

火
除
け
）
の
た
め
に
「
火
之
迦
具
土

神
（
ほ
の
か
ぐ
つ
ち
の
か
み
）
」
を

御
祭
神
に
お
迎
え
し
祀
っ
た
の
だ
そ

う
で
す
。
そ
の
後
は
大
き
な
火
事
は

発
生
し
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

以
前
は
こ
の
山
の
頂
上
付
近
に
あ

り
ま
し
た
が
、
数
年
前
に
こ
こ
に
移

さ
れ
ま
し
た
。

厳かに神事が行われました

今
年
は
、
10
月
20
日(

日)

か
ら

27
日(

日)

に
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
奈
久
美
術
展
は
、
日
奈
久
在
住
、

日
奈
久
出
身
、
日
奈
久
に
勤
務
し
て

い
る
人
の
絵
画
・
水
墨
画
・
写
真
・

工
芸
等
が
対
象
で
す
。
今
年
で

９
回
目
を
迎
え
る
美
術
展
で
す

が
、
年
々
会
員
の
減
少
が
見
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
23
人
の
会
員

の
67
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。会

場
を
訪
れ
た
人
は
、
そ
の

工
芸
作
品
の
精
密
さ
に
驚
く
と

と
も
に
、
絵
画
の
色
彩
の
素

晴
ら
し
さ
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

吉
田
幸
一
会
長
は
、
「
２

０
１
１
年
に
日
奈
久
の
活
性

化
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、
前

会
長
の
本
郷
さ
ん
が
は
じ
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
最
近
は
会

員
の
高
齢
化
が
進
み
、
作
品

が
集
ま
ら
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
絵
画
や
写
真
等
に
興
味

の
あ
る
方
の
作
品
を
歓
迎
し

ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
児
島
か
ら
来
ら
れ
た
原
口
さ
ん

夫
婦
は
、
「
良
く
出
来
た
作
品
で
す

ね
。
絵
画
も
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

了円寺で記念撮影あつまれ おがまちの芸術家

日奈久美術展開催

工芸作品の数々

作品に見入る来訪者

11月30日(土)15時～

12月1日(日)18時～

12月3日(火)15時～

12月4日(水)19時～

(広告欄)


